
（別紙３）

～ 令和7年11月27日

（対象者数）
12家庭

（回答者数）
8家庭

～ 令和7年11月21日

（対象者数）
6名

（回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後もたくさん経験が積めるよう活動を充実させていく。また、子ど
もたち自身が活動を計画し、意欲的に楽しみながら経験できる機
会なども作っていく。

2
個々の支援計画に沿った取り組みがより充実できるよう、今まで以
上に個別支援の時間を取り入れていく。

3
子どもたちが楽しく更にたくさん経験ができていくよう、職員も様々
なことにチャレンジし経験を積みながら、より視野を広げ、活動の幅
を広げていく。

4

職員の安定した状態が子どもたちへの優しい関わりや良い支援に
繋がっていくと思うため、引き続き、職員が安心でき、働きやすい職
場環境を整えていく。また日常会話や相談、意見交換等、対話する
機会を多く持ったり、レクリエーションなどを通してチームワークをよ
り高めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・きょうだいに対しての支援方法や関わり方について更に知識を深
め、実施に向けてきょうだい支援をどのように取り組んでいくかを
検討していく。また、きょうだい児がいつでも虹の子に相談に来れ
るようきょうだい児と職員とが関わる機会を増やしたり、家庭へ向
けて周知していく。
・保護者参観の機会を設けたり、保護者交流の機会、研修等の開
催、相談が充実するように整えていく。

2

・個別の支援の方向などは支援計画の見直しや作成時等に話し
ができているが、事業所全体の方針等や取り組み、活動などは発
信できていなかったため、改めて個別支援計画書の共有や虹の子
だよりの配布、ホームページやブログの紹介等を行っていく。
・虹の子での子どもたちの姿を参観してもらう機会を作っていく。

地域の公共施設や交通機関、社会生活に必要な場所などを活用
し、子どもたちの生きていく力になるような経験、体験がたくさんで
きている。

・子どもたちの生きていく力や社会生活を豊かにするための力を育てる
ことを意識し、長期休みなどの活動ではたくさん経験や体験ができるよ
うに取り組んでいる。

令和7年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年12月1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 キッズデイサポート虹の子（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和7年11月10日

○保護者評価有効回答数

一人ひとりと丁寧に関わることができている。

・子ども達の状況によって柔軟な支援ができるよう基準より職員を多く
配置している。
・担当制をとらず職員全員がどの子どものことも把握し、関わるようにし
ている。
・職員全員で個々の支援計画や課題を把握できるようにケア会議の様
式に記載している。会議の度に確認ができるため職員がいつでも支援
計画を意識し計画に沿った支援ができている。
・子どもの不安や不穏時は、環境を整え１対1でゆっくりと時間をかけて
丁寧に関わることを意識している。

職員一人ひとりが子どもたちに楽しんでもらいたいという気持ちが
強く活動計画の意識が高い。

・子ども達との対話を大切にし、子ども達の興味や思いを理解しながら
活動計画が行われている。
・職員も子どもたちと一緒に楽しみたい気持ちが強く、子どもたちが笑
顔で楽しくすごせることを意識して支援している。
・同じ活動でも子ども一人ひとりの発達段階に応じて内容を検討し、そ
れぞれが楽しみ満足できるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

きょうだい支援、家族支援（保護者交流の機会、研修等）の取り組
みが薄い。

・きょうだい支援に関しては、イベントの時にきょうだいの参加もできるよ
うにしているが交流はできていない。きょうだい支援についての情報発
信ができていないことやきょうだい支援についての専門知識の学びが
不十分と感じている。
・ご家族向けに保護者交流の機会やペアレントトレーニング等研修の
機会を作られていない。

学校など外部への情報発信があまりされていないため、事業所の
支援についての方針や取り組みなどを伝えきれていない。

・送迎等での申し送りは丁寧におこなっているため日々の子どもの状態
等は連携がとれていたが、改めて会議等を行う機会がなく情報発信で
きていなかった。また、事業所からの積極的な働きかけが足りなかった。

全員が常勤職員のため、情報共有がしっかりとできる。また、職員
同士でコミュニケーションがとれており、意見の交換や相談がしや
すく、風通しの良い職場環境になっている。

・ミーティングや会議、研修の機会など、折に触れ事業所の理念や支援
の方向性について話をするようにし、全員で意識統一が図れるようにし
ている。
・職員それぞれの得意なことや苦手なことを全職員で把握しながら、お
互いに協力し補い合って業務に取り組めるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表




